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海外情報

ブラジルの豚肉生産・輸出動向
～日本向けを含む輸出拡大の可能性～

調査情報部　佐藤　宏樹、　玉井　明雄

１　はじめに

　ブラジルは世界第４位の豚肉の生産、輸出国であるが、鶏肉と比較して、生鮮市場の成長
が遅れたことや、豚に対するマイナスイメージの払

ふっしょく

拭が進んでいないことなどから、産業と
しての成長は遅れをとっている。しかし、豊富な飼料穀物やインテグレーションによる効率
的な生産などを背景に、鶏肉同様、生産および輸出の拡大が予想される。

【要約】

ブラジルの食肉といえば、日本になじみの

深い鶏肉や、南米の食文化には欠かせない牛

肉が中心であり、豚肉についてはあまり知ら

れていないのが現状である。しかし、同国の

豚肉は、生産量、輸出量ともに世界第４位で

あり、世界の豚肉需給に与える影響は大きい

（表１）。

また、日本向け輸出は、2013年にサンタ

カタリーナ州に限って解禁されて以降、年間

2000トン前後と少量ではあるが行われてい

る。

本稿では、2017年12月に行った現地調

査などに基づき、ブラジルの豚肉産業の現状

を報告すると共に、日本向けを含む輸出拡大

の可能性について考察する。

なお、本稿中の為替レートは、１レアル＝

32円（2018年３月末TTS相場32.3円）を

使用した。

表１　豚肉生産・輸出上位国（2017年）

資料：USDA/FAS
　注：枝肉重量ベース。

生産量 輸出量
１位 中国 53,500 EU 2,800
２位 EU 23,400 米国 2,589
３位 米国 11,722 カナダ 1,330
４位 ブラジル 3,725 ブラジル 810
５位 ロシア 2,960 中国 215
６位 ベトナム 2,750 チリ 180
７位 カナダ 1,960 メキシコ 160
８位 フィリピン 1,585 豪州 42
９位 メキシコ 1,430 ベトナム 40
10位 韓国 1,307 ロシア 25

（単位：千トン）
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（１）豚肉生産動向

ア　養豚産業の変遷

ブラジルの養豚は、鶏肉生産と同じく20

世紀半ばから、南部のサンタカタリーナ州を

中心に始まった。イタリア系の農家が同州周

辺地域に共同で食肉処理加工施設を作り、そ

こから現在のBRF社などの大手パッカーに

成長した。同国では、このようなパッカーの

出現と同時にインテグレーションシステムが

形成され、鶏肉産業は急激に成長し、国際競

争力は右肩上がりで高まっていった。一方、

豚肉産業は、企業側が高付加価値商品に注力

したため、ハムやソーセージなどの加工品市

場が中心となった結果、生鮮豚肉の市場が成

長しなかった。さらに、豚ペストやアフリカ

豚コレラなどの疾病問題にも直面したことか

ら、豚肉産業の成長は、鶏肉と比較して大幅

に遅れることとなった。しかし、近年は、穀

物生産量の増加に伴い、豚肉の生産力も年々

高まっている（図１）。

2016年の豚飼養頭数は3995万頭と日本

の４倍以上になっている。なお、ブラジルで

は庭先養豚が多く、この数字に含まれない豚

も多く存在するといわれている（表２）。

２　養豚を取り巻く状況

図１　豚肉生産量の推移
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資料：USDA／FAS
　注：枝肉重量ベース。

表２　豚肉主要統計（2016年）

資料：Informa FNP、農林水産省「畜産統計」、「食肉流通統計」
　注：生産量は枝肉重量ベース、輸出量および輸入量は製品重量ベース。

項目 ブラジル 日本

飼養頭数（千頭） 39,950 9,346

と畜頭数（千頭） 42,320 16,336

生産量（千トン） 3,711 1,279

平均枝肉重量（kg/頭） 87.7 77.9

輸出量（千トン） 705 0.6

輸入量（千トン） 13 861
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イ　主要生産地域

豚肉の生産は、サンタカタリーナ州やパラ

ナ州、リオグランデドスル州を中心に行われ

ており、この南部３州で生産量全体の７割弱

を占め、サンタカタリーナ州同様伝統的な豚

肉生産地域であり、ダンブレッド社などの種

豚農場も多く所在する南東部のミナスジェラ

イス州を加えると、上位４州で約８割を占め

る（図２）。しかし、近年は徐々に生産地域

が拡大しており、特に国内最大の穀物生産州

であるマットグロッソ州では、飼料調達が容

易なことなどから、サンタカタリーナ州など

の南部から移住してくる養豚農家も見られて

いるという。

図２　ブラジルの行政区分と地域別豚肉生産シェア（2016年）
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AM

資料：ブラジル地理統計院（IBGE）のデータを基に機構作成

ウ　品種

飼養品種については、大ヨークシャー、ラ

ンドレース、デュロックなどを交配したハイ

ブリッドが多いとされる。パッカーや生産者

によって異なるが、今回訪問したパッカーに

よると、ダンブレッドやTOPIGSなどの多産

系の人気が高まっているという。

エ　生産動向

ブラジル地理統計院（IBGE）によると、

2016年の豚肉生産量は、前年比8.2%増の

371万964トン（枝肉重量ベース）、と畜頭

数も同7.8%増の4232万頭となった。この

要因として、豚肉は、鶏肉と並んで安価なた

め国内需要が堅調なことに加え、アジアから

の需要も非常に強いことが挙げられる。

ブラジルでは、川上である生産からと畜・

加工、流通、販売といった川下までの部門を

垂直統合（インテグレーション）した体系を

とっているパッカー（インテグレーター）が

多い（図３）。これにより、同国の豚肉産業は、

生産から販売までを通じて一貫した独自の戦
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略を講じることができ、製品の大量生産が可

能となっている。南部では、インテグレータ

ーの指導の下、飼料や母豚、医薬品など土地

と人材以外の経営に関わる資材のほとんどの

提供を受け、生産を行うケースがほとんどで

ある。一方、マットグロッソ州豚生産者協会

（ACRISMAT）によると、中西部の一大生産

州である同州では、インテグレーターの傘下

に入っている生産者は約５割にとどまり、残

りは独立した経営を行っている生産者である

という。同州で飼養されている母豚数は約

14万頭と言われているが、そのうち約８万

頭を20者の独立系の生産者が飼育しており、

これらの大規模化が進んでいる。

ブラジル農牧研究公社（EMBRAPA）に

よると、養豚生産者のうち、８割近くが肥育

経営、約２割が繁殖経営で、一貫経営はごく

わずかだという。また、最大の生産州である

サンタカタリーナ州における繁殖成績を見る

と、全体的に日本よりやや良い値となってい

る（表３）。同州では、ほとんどの生産者が、

母豚数が数万頭にも及ぶ大規模なインテグレ

ーターの傘下で、均一な生産が行われている

ことが背景にあると思われる。一方、事故率

の低減を課題として挙げており、今回訪問し

たパッカーからも、暑熱対策の徹底などを通

じてさらなる低減を図りたいとの声が聞かれ

た。

オ　価格動向

EMBRAPAが公表している、近年のサン

タカタリーナ州における肥育豚の生体取引価

格の推移を見ると、季節変動はあるものの、

おおむね１キログラム当たり3.0 ～ 3.5レア

ル（96~112円）程度で推移している（図４）。

一方、生産コストは、2015年前半まではお

おむね同３レアル前後で推移していたもの

の、同年後半から大幅に上昇し、2016年６

月には、前年同月比48.1%増の同4.44レア

ル（142円）となった。これは、飼料原料

の７割程度を占めるトウモロコシが、①レア

ル安米ドル高によって輸出が過度に進んだこ

と②2015/16年度（10月～翌９月）の生産

量が、大豆へのシフトや干ばつなどの影響で

大幅に減少したことにより、需給がひっ迫し、

価格が上昇したことが要因である。価格は、

2017年に入り、いったん以前の水準に戻っ

たものの、７月以降はトウモロコシ生産者に

図３　インテグレーションの概念図（一例）
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資料：聞き取りを基に機構作成
　注：�大豆かすやトウモロコシなどの飼料原料は、自社で生産し

ている企業も多い。

表３　繁殖成績などの比較（2016年）

資料：EMBRAPA、一般社団法人日本養豚協会

区分 サンタカタリーナ州 日本

平均分娩回数（回/年） 2.3 2.2

一腹当たり平均出産頭数（頭） 12.6 11.0

一腹当たり平均離乳頭数（頭） 11.6 9.8

事故率（％） 7.6 6.5
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よる売り控えの影響で上昇していることか

ら、生産コストも増加傾向にある。

（２）消費動向

ブラジル国家食糧供給公社（CONAB）に

よると、ブラジルの2016年の１人当たり食

肉消費量は、鶏肉が44.7キログラムと最も

多く、次いで牛肉が30.8キログラム（2015

年）、豚肉は14.6キログラムとなっている（図

５）。近年の経済低迷に伴い、まず最も高価

な 牛 肉 が2014年 か ら 減 少 傾 向 に 転 じ、

2016年には、豚肉と鶏肉も減少した。

豚肉の消費量が伸び悩んでいる理由として

は、以下の三つが大きく挙げられる。

①�パッカー側が、ハムやソーセージなどの高

付加価値商品の投資に注力したため、生鮮

豚肉市場が成長しなかったこと

②�年間の平均気温が25度を超える北東部を

中心に、コールドチェーンの発達が遅れて

おり、それに加えて同地域では食習慣上、

豚肉の消費はフェジョアーダなどの煮物に

限定されていること

③�付加価値を付けるなら牛肉、低所得者向け

は鶏肉と市場のすみ分けが確立されてお

り、その間にある豚肉は相対的に引き合い

が弱まってしまうこと

加えて、豚肉産業として発達する以前は、庭

先養豚がほとんどであり、その多くが残飯を

食べさせていたことから、衛生的ではないと

いうイメージが、高齢者層を中心に根強いこ

とも、豚肉が敬遠される要因となっている。

なお、豚肉の消費は、生鮮（冷蔵・冷凍）

よりハムやソーセージなどの加工品が主流と

されており、今回訪問した多くのパッカーで、

生産の６割弱を国内向けの加工品が占めてい

るとの話が聞かれた（写真１、２）。

図４　�サンタカタリーナ州における肥育豚の
生体価格および生産コストの推移
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資料：EMBRAPA
　注：生体価格はパッカーからの聞きとりからEMBRAPA発表。

図５　�ブラジルにおける１人当たり年間食肉
消費量の推移
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　２：2016年の牛肉消費量は公表なし。

写真１　生鮮豚肉の販売風景
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今後の豚肉消費について、CONABによる

と、しばらくは小幅な増加を続け、2022年

には１人あたり18キログラム程度になると

予想されているものの、これ以上増加すると、

食肉間の消費の奪い合いになるのではないか

としている。

（３）輸出動向

豚肉輸出量は2000年代に入って、40万

トンから60万トンの間で推移していた。し

かし、2016年は、中国向けが大幅に増加し

たことなどから、62万8655トンと過去最

高を記録し、2017年も史上第２位の59万

2614トンとなった（図６）。

2017年の輸出量を輸出先別に見ると、ロ

シア向けシェアが43%と最大となっている

（図７）。

また、州別に見ると、国内で唯一、OIEに

より口蹄疫ワクチン非接種清浄地域として認

定されているサンタカタリーナ州が最大で、

全体の40%強を占めている。日本向けや米

国向けは、同州のみが輸出可能となっており、

輸出シェア第４位のシンガポール向けも、

2017年11月までは同州からのみ輸出され

ていた。次いで、リオグランデドスル州、パ

ラナ州と続き、これら南部３州で輸出量全体

の85%強を占めている（図８）。なお、近年、

大規模生産者による生産拡大が続いているマ

ットグロッソ州の輸出割合は、全体の６％と

まだ小さい。

以下、主要輸出先別の動向について解説す

る（表４）。

写真２　加工品の販売風景

図６　豚肉輸出の推移
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資料：SECEX
注１：HSコード0203。
　２：製品重量ベース。

図７　輸出先別輸出割合（2017年）
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図８　州別豚肉輸出量の割合（2017年）
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資料：SECEX

ア　ロシア向け

2017年のロシア向け輸出量は、前年比

6.6%増となった。

ロシアは、2014年８月に欧米諸国に対す

る禁輸措置を講じて以降、ブラジルへの依存

を高めており、2016年以降は、豚肉輸入量

の９割以上がブラジル産で占められている

（図９）。

一方、同国の豚肉輸入量は、2017年は回

復したものの、2016年までは減少傾向で推

移 し、2016年 は、 禁 輸 前 の2013年 比 で

58.3%減となった。これは、同国政府が、

農産物の自給率を向上させる政策をとってい

るためであり、実際、同国の豚肉生産量は、

同72.4%増と右肩上がりで推移している（図

10）。

2016年 2017年 前年比（増減率）
区分 輸出量

（トン）
輸出額

（千米ドル）
単価

（米ドル/トン）
輸出量
（トン）

輸出額
（千米ドル）

単価
（米ドル/トン）

輸出量 輸出額 単価

ロシア 236,892 513,355 2,167 252,430 686,278 2,719 6.6% 33.7% 25.5%
香港 108,986 221,591 2,033 96,108 220,497 2,294 ▲11.8% ▲0.5% 12.8%
中国 87,560 189,290 2,162 48,914 100,595 2,057 ▲44.1% ▲46.9% ▲4.9%
シンガポール 32,622 71,730 2,199 31,910 83,169 2,606 ▲2.2% 15.9% 18.5%
アルゼンチン 24,402 65,993 2,704 31,576 92,376 2,926 29.4% 40.0% 8.2%
ウルグアイ 27,505 60,859 2,213 29,806 76,847 2,578 8.4% 26.3% 16.5%
チリ 23,079 51,007 2,210 23,376 54,693 2,340 1.3% 7.2% 5.9%
その他 87,609 175,674 2,005 78,494 150,576 1,918 ▲10.4% ▲14.3% ▲4.3%

合計 628,655 1,349,499 2,147 592,614 1,465,031 2,472 ▲5.7% 8.6% 15.2%

表４　豚肉輸出の推移（直近２年）

資料：SECEX
注１：HSコード0203。
　２：製品重量ベース。

図９　ロシアの豚肉輸入量の推移

0

100

200

300

400

500

600

700

800

2012 13 14 15 16 17

ブラジル チリ カナダ 米国 ドイツ デンマーク その他

（年）

（千トン）

資料：「Global Trade Atlas」



畜 産 の 情 報 　 2018. 5 95

そのような中、同国政府は、同国が使用を

禁止している成長促進剤のラクトパミンがブ

ラジル産豚肉から検出されたとして、2017

年12月からブラジル産豚肉の輸入を停止し

ている。2018年３月現在、輸入は停止され

たままであり、ブラジルの現地報道によると、

今回の停止措置は、豚肉の国内生産力をさら

に強化したいというロシア側の思惑もあると

している。ロシア側は、輸入再開には、同国

の衛生当局による現地調査が条件としている

が、ブラジル側は難色を示しており、今後の

動向が注目される。

イ　中国、香港向け

2017年の中国および香港向け輸出量は、

それぞれ前年比44.1%減、11.8%減と前年

を大きく下回った。これは、中国国内での生

産増などにより同国の豚肉在庫が十分あるこ

とが背景にあるとされ、香港向けもこの影響

から減少したと考えられている。これら両国

向けは、冷凍品が中心で、また、他国からは

あまり引き合いのない耳や脚などの低級部位

が多いのが特徴である。そのため、輸出単価

は他国向けと比較して低くなっている。この

ほか、香港へは年間５万トン程度、内臓の輸

出もされている。

ウ　日本向け

日本への輸出は、2013年５月に口蹄疫非

接種清浄地域であるサンタカタリーナ州のみ

が、日本政府により認められた。ブラジル農

牧食糧供給省（MAPA）によると、現在10

工場が日本への輸出認定を得ている。同国か

らの日本の輸入量は、2017年は1400トン

程度であり、これは全豚肉輸入量の0.2%に

すぎない（図11）。日本の輸入業者によると、

ブラジル産豚肉はまだ試験的に輸入している

段階であり、現時点では大幅に輸入を増やす

予定はないとしている。

同じ南米産では、日本は2017年にブラジ

ル産の約18倍に当たる約２万5000トンを

チリから輸入しているが、両国の豚肉の特徴

は大きく異なっている。

チリは、生産量の約３割を輸出に仕向ける

輸出志向型であるのに対し、ブラジルは、国

内向けが主体で、加工品向けが多い。また、

ブラジルでは脂肪分の多い肉や部位が避けら

れる傾向にあることから、長年、脂肪分の少

ない豚肉に仕上がるよう取り組みがなされて

きた。

チリの豚肉輸出は、日本や韓国向けを中心

として20年以上の実績があることから、細

かい規格などのオーダーにも応じやすい体制

が整っている。一方、ブラジルは、解禁され

図10　ロシアにおける食肉生産量の推移
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　注：2016年は速報値。

図11　日本のブラジル産豚肉輸入量の推移
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てからまだ日が浅いこともあり、日本からの

細かいオーダーに応じられる体制が整ってい

るとは言い難い。品質面はもちろんだが、規

格対応力についても向上させる必要があるだ

ろう。

エ　韓国向け

サンタカタリーナ州の３工場が2017年９

月29日、韓国向け輸出施設として認定され

た。2018年３月には213トン輸出されてお

り、今後の輸出増が期待されているものの、

ブラジル動物性タンパク質協会（ABPA）は、

韓国向けは日本向け同様、サンタカタリーナ

州からの輸出に限定されていることに加え、

韓国側が求める品質のバラ肉の供給が難しい

ことから、急激な輸出増は見込めないとして

いる。

～コラム１～　イタジャイ港

　豚肉の最大の輸出港は、サンタカタリーナ州に位置するイタジャイ港である（コラム１－表）。

ブラジルの豚肉輸出は、主に産地からの距離が近い南部４港で行われており、その割合は８割を

超える。その中でもイタジャイ港は、冷蔵・冷凍コンテナ用の電源が１万個設置されているなど、

他の３港と比較してコンテナ処理能力が高く、冷蔵・冷凍設備も整っていることから、年間貨物

取扱能力（120万TEU（20フィートコンテナを基準とした単位））のうち、６割弱が食肉類となっ

ており、同国最大の豚肉輸出港となっている。また、近隣に２本の大きな国道（BR101および

BR470）が通っていることも、物流面での大きな強みといえる。

　貨物の搬入は、全てトラックで行われており、鉄道の敷設計画はあるものの、環境影響調査を

行っている段階であり、その完成年は未定である。

　2017年は、２月にサンタカタリーナ州のトラック運転手によるストライキが発生したほか、

６月にはサイクロンの来襲により港湾機能が21日間停止するなど、受難の１年となった。特に、

この地域へのサイクロンの来襲は非常にまれであり、道路の冠水に加え、船が港に着岸できない

という事態も発生した。

コラム１－表　輸出港別豚肉輸出量の推移

資料：SECEX
注１：HSコード0203。
　２：製品重量ベース。

所在州 2014年 2015年 2016年 2017年
イタジャイ港 サンタカタリーナ州 230,391 250,212 327,440 292,303
リオグランデ港 リオグランデドスル州 59,692 87,220 80,151 85,738
サンフランシスコドスル港 サンタカタリーナ州 61,629 60,943 83,449 79,056
パラナグア港 パラナ州 32,862 33,784 56,624 47,226
その他 33,900 40,552 80,991 88,291
合計 418,474 472,710 628,655 592,614

（単位：トン）　
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コラム１－写真　�イタジャイ港に接岸したFCLC（長距離コンテナ） 
～同港を利用する船の８割がFCLC～

３　パッカーの動向

2017年現在、ブラジルの豚肉パッカー数

は約4800社にのぼるとされており、このう

ち大手は20社程度とされている。

生産者とパッカーの関係は、生産者がイン

テグレーターの傘下か独立系かで異なる。イ

ンテグレーター傘下の場合は、飼料要求率や

脂肪厚、農場の管理レベルなどに基づき、肥

育豚１頭当たりの価格が決定される。独立系

の場合は、出荷するパッカーによって異なる

が、一般に契約書は交わされず、生体１キロ

グラムまたは１頭当たりの単価を口頭で取り

決める相対取引が多いとされる。パッカーま

での輸送費をどちらが負担するかについて

も、口頭契約が多いという。なお、日本のよ

うな格付制度は存在しない。独立系の生産者

には、複数のパッカーに出荷している者も多

く、今回訪問した農場では、4000キロメー

トル離れた買取単価の高いパッカーにも出荷

しており、出荷から到着までに３～４日かか

るという。

今回は、大手のAURORA社の他、生産拡

大地域として注目されているマットグロッソ

州のパッカー３社を訪問したので、以下の通

り報告する（表５）。

表５　パッカー輸出量ランキング（2017年）

資料：ABPA
注１：輸出量は非公表。
　２：�色つきは今回取材したパッカー。FRIGOWEBER社は輸出

を行っていない。

順位 企業名

1 BRF

2 JBS

3 AURORA

4 ALIBEM

5 PAMPLONA

6 FRIMESA

7 CASTROLANDA

8 COOPERATIVA DOS SUINOCULTORES 
DE ENCANTADO

9 LABEMA

10 COTRIJUI

20 EXCELENCIA

26 NUTRIBRAS
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（１）AURORA社

AURORA社は、輸出量ではBRF社、JBS

社に続く第３位であるが、農協系では最大の

パッカーである。1969年に、養豚生産者

18人が設立した組合が起源であり、1973

年にパッカーとしての業務を開始した。現在

は、サンタカタリーナ州を中心に、豚肉処理

工場と鶏肉処理工場をそれぞれ７工場ずつ所

有している。

養豚生産を行っている組合員は3540者

で、うち3100者が肥育農家となっている。

飼養されている品種は、ダンブレッドや

TOPIGSなどのハイブリッドであり、出荷体

重は125キログラム前後、出荷日齢は約

165日となっている。出荷価格には、背脂

肪厚の薄さによるプレミアムが加算される。

今回訪問したシャペコ工場（SIF3548）

では、年間25万トンの豚肉を生産している。

同工場は、国内で唯一の米国向け輸出認定工

場であり、チリ、アルゼンチンなど南米諸国

や中国、香港、シンガポールなどアジア諸国

にも輸出している。

輸出する部位は、輸出先ごとにおおむね固

定しており、米国はバラやモモ、シンガポー

ルはバラ、ロース、ヒレ、中国や香港は、耳

や内臓、皮などの副産物が多いという（写真

３）。

同工場は、日本向け輸出認定も取得してお

り、2017年12月に輸出を開始した。現時

点の数量は月50トンとまだ少ないが、マリ

オ・ランズナスター社長は、今後、顧客のニ

ーズに合わせて豚の改良やカット技術の向上

などに取り組み、日本向け輸出を増やしたい

としている。さらに、同工場は韓国向け輸出

の認定も取得したことから、韓国向けにも対

応できるようにしていきたいとしている。

（２）EXCELENCIA社

EXCELENCIA社は、1998年にマットグ

ロッソ州で設立された。直営農場で生産され

る肥育豚を中心にと畜・加工処理を行うパッ

カーである。現在、直営農場の母豚数は１万

7000頭、１日当たり1800頭の肥育豚を出

荷している。飼料は、自社飼料工場で１日

40トン生産している。

生鮮豚肉の生産量は年間約２万トンで、こ

のうち15%の約3000トンを輸出している。

Nova Mutum市内にある工場は、月曜から

金曜（一部の部門は土曜）まで稼働しており、

現在は１日当たり2200頭をと畜している。

なお、直営農場の１日当たり出荷頭数である

1800頭との差の400頭は、近隣の組合から

受け入れている。国内への供給を主体にして

おり、中でもソーセージやハムなどの加工品

を多く生産しており、特に、トスカーナソー

セージが人気だという（写真４）。

生産量や輸出量を拡大するため、2019年

までに母豚数を２万7000頭まで増やすこと

を計画している。2018年３月には新たな飼

料工場が１カ所完成予定であり、工場も１日

当たり4000頭まで肥育豚をと畜できるよう

拡大を図っている。

写真３　�カットラインの様子。ラインごとに
扱う部位が異なる。
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（３）NUTRIBRAS社

NUTRIBRAS社は、現社長の祖父が1975

年にサンタカタリーナ州で養豚業を開始した

のが始まりである。創業当初はSEARA社（現

JBS社）の傘下であったが、1990年に独立

した。2000年に生産コスト削減の観点から、

マットグロッソ州に移転した。現在は、母豚

数が１万6000頭、出荷頭数は年間40万頭

となっている（写真５）。と畜・食肉加工場

は2010年に整備し、同社の農場から出荷さ

れたすべての肥育豚をと畜している（写真

６）。従業員は、600人弱で週５日、１日９

時間の１シフトで従事している。

同社は、飼料原料である大豆やトウモロコ

シを自社で生産しており、バイオダイジェス

ター（後述）による自家発電を行ったり、堆

肥を自社大豆農場へ還元するなど、「持続可

能な養豚生産」をテーマに、環境への負荷の

小さな生産を行い、それを一つのプレミアム

とすることで、その取り組みに共感したスー

パーなどからの引き合いが増えている。

2017年に飼料工場を増強するとともに、

2018年には自社の大豆畑のかんがい設備へ

の投資を予定しており、今後の豚肉生産拡大

に向けてまずは飼料原料の生産力を高めると

いう方針で進めている。

（４）FRIGOWEBER社

FRIGOWEBER社は、1980年に現オーナ

ーがマットグロッソ州に入植して始めたパッ

カーである。同時に入植したオーナーの弟は、

写真４　トスカーナソーセージ

写真６　Sorriso市内のと畜・食肉加工場

写真５　豚舎内の様子
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牛肉パッカーを営んでいる。現在は15の生

産者から肥育豚を受け入れ、年間4000トン

の豚肉を生産している。マットグロッソ州や

近隣の消費地向けが主体で、輸出は行ってい

ない。

平均枝肉重量は75キログラム前後で、ブ

ラジル平均よりやや小さい。また、10 ～

22キログラム程度の子豚のと畜も行ってい

る。これは、クリスマスパーティなどイベン

ト時に丸焼きにして使用される。

豚肉生産工程は、図12の通りである。同

社では電気ショックにより気絶させている

が、大規模パッカーではCO2により気絶させ

ることも多いという。それ以外の工程は、他

のパッカーはほぼ同じだという。

図12　豚肉生産工程

電気で気絶させ、３分間放血 熱湯にくぐらせた後、ローラーで大まか
に毛を落とす

バーナーで全身をあぶり、細かい毛を落
とす

腹部を割って、内臓を取り出す 冷蔵庫にて枝肉を24時間冷却 部分肉ラインと、加工ラインに分けて処
理

４　ブラジルの豚肉産業の優位性と課題

本稿冒頭で紹介したとおり、豚肉の生産量、

輸出量共に世界第４位であるブラジルだが、

本章では同国豚肉産業における優位性と課題

を改めて整理したい。

（１）優位性

ア　潤沢な飼料供給を背景とした生産能力

ブラジルといえば鶏肉というイメージが強

いが、豚肉生産においても鶏肉同様に高い生

産能力を有している。というのも、飼料原料

の７割を占めるトウモロコシの生産力が高い

ためである。CONABによると、2016/17

年度（10月～９月）のトウモロコシ生産量

は9784万 ト ン と 過 去 最 高 を 記 録 し、

2017/18年度についても、9000万トン前

後が予想されている。これにより、鶏肉や豚

肉の生産意欲が増大しているのである。中で

も、ここ10年のマットグロッソ州における

増産傾向は顕著である（表６）。豚肉生産は

南部３州に集中してきたが、トウモロコシ生

産の中心であるマットグロッソ州の潜在能力
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が注目されている。今回調査したマットグロ

ッソ州の２社の拡大意欲は高く、今後のさら

なる増産が期待される。加えて、同州には、

パッカーランキング１位のBRF社の最大級

の工場が所在しており、稼働率はまだ余裕が

あるという。BRF社の担当者によると、今

後は農場の生産能力拡大に力を入れていくと

のことである。

一方、南部でも、インテグレーションシス

テムの下、一部の組合系パッカーでは、豚肉

の他にもトウモロコシや大豆などの飼料原料

の生産・販売を行っている。このようなパッ

カーは、2016年のようにトウモロコシの需

給がひっ迫した場合でも、影響を最小限にと

どめることができるのも大きな強みといえ

る。

表６　州別豚肉生産量の推移

資料：IBGE
　注：生産量は枝肉重量ベース。

2006年（トン） 2016年（トン） 増減率（％）

サンタカタリーナ州 681,669 968,831 42.1%

パラナ州 390,394 777,745 99.2%

リオグランデドスル州 534,944 741,366 38.6%

南部３州合計 1,607,007 2,487,942 54.8%

マットグロッソ州 69,798 206,460 195.8%

その他 621,437 1,016,833 63.6%

合計 2,298,242 3,711,235 61.5%

イ　低い生産コスト

飼料調達が容易であることは、生産コスト

の低減につながっている。マットグロッソ州

は世界で最も飼料費が低いといわれているほ

か、同国内では高いとされているサンタカタ

リーナ州も、米国に次ぐ低さとなっている（図

13）。また、近年上昇しているといわれてい

る人件費も、主要豚肉輸出国の中で圧倒的に

低い。

ウ　高い環境意識

1992年に、地元リオデジャネイロで開催

された地球サミット以降、環境への高い意識

の下、持続可能な豚肉生産への対応が進んで

きた。中でも、近年はバイオダイジェスター

を導入する農場が増加している。バイオダイ

ジェスターとは、畜舎から排出されたふん尿

を農場内に設置したビニール製のシートで覆

ったラグーンに貯留してメタン発酵させ、メ

タンガスを大気中に排出させることなくエネ

ルギーに変えるシステムである。バイオダイ

ジェスターの導入は、土壌や河川の汚染を大

きく低減するとともに、発生させたエネルギ

ーを農場内の電力などへ用いることで、CO2 

排出量の削減にもつながると注目されてい

る。

図13　各国・州の生産コスト（2015年）
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～コラム２～　バイオダイジェスター導入農場（SEIS AMIGOS農場）

　今回、マットグロッソ州中部TAPURAH市で、BRF社の傘下の繁殖農場を訪問した。同農場

は2007年に、BRF社の前身であるSadia社に長年勤務していたオーナーが設立し、現在は1300

ヘクタール（東京都豊島区と同程度）の土地で１万3500頭の母豚を飼養している。母豚１頭当

たりの年間平均分娩回数は2.4回、平均離乳頭数は12.5頭と、日本の平均2.2回、9.8頭をともに

上回っている。また、養豚以外に大豆や肉用牛の生産も行っている。

　飼料、母豚、医薬品、人工授精用精液など、ほとんどの生産資材はBRF社から提供される。農

場側で用意するのは、土地と施設などに限られている。同農場の大きな施設投資の一つがバイオ

ダイジェスターであり、これは2008年に、約700万レアル（２億2400万円）を投じて導入した。

うち530万レアル（１億6960万円）は国からの融資を受けた。発生したバイオガスは２台のボイ

ラーで燃焼させ、発電した電気で農場の全ての電力を賄うことができているという。今後は、母

豚数を増加させていくと同時に、バイオダイジェスターから発生する電気の売電も検討している。

コラム２－写真１
バイオダイジェスターの外観

コラム２－写真２
発生したメタンガスを燃焼させるボイラー

コラム２－写真３　農場全体の様子
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（２）課題

ア　口蹄疫ワクチン非接種清浄地域の拡大

現在、ブラジルのOIE（国際獣疫事務局）

による口蹄疫ステータスは、サンタカタリー

ナ州のみがワクチン非接種清浄地域であり、

ロライマ州、アマゾナス州、アマパー州がス

テータスなし、その他の州は接種清浄地域と

なっている（図14）。日本や米国、韓国向け

は、現在サンタカタリーナ州からのみ輸出可

能となっている。MAPAは、2017年10月

２日に策定した口蹄疫の撲滅および予防に関

する国家戦略にて、2023年までに、サンタ

カタリーナ州に加え、リオグランデドスル州、

パラナ州、マットグロッソ州およびマットグ

ロッソドスル州における口蹄疫ワクチン非接

種清浄地域としてのステータスの取得を目標

に掲げている。

しかし、パラナ州、マットグロッソドスル

州、マットグロッソ州は、ワクチン接種清浄

国であるボリビア、パラグアイと国境を接し

ており、特にパラグアイでは2012年に口蹄

疫が発生していることから、非接種清浄地域

としてのステータスを得るためには、国境に

おけるさらなる防疫体制の強化が必要とされ

ている。

図14　南米におけるOIEの口蹄疫ステータス認定状況
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資料：OIEの資料を基に機構作成
注１：2017年12月現在。
　２：ボリビアの西部地域には一部非接種清浄地域有。

イ　競争力の強化

ブラジル産豚肉の国際市場に占めるシェア

は、鶏肉ほど大きくなく、日本や中国などで

は、米国、カナダ、EUなど他の輸出国の後
こう

塵
じん

を拝している。これは、輸出先国までの輸

送の日数が長いため、輸出できる豚肉が冷凍

に偏っていることが大きい（表７）。今後も、

急激に冷蔵品を増やすことは不可能であるこ
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とから、いかにして、ロシアでの市場優位性

を確保しつつ、冷凍品の輸入量がほとんどで

ある中国でのシェアを伸ばせるかが課題とな

る。

加えて、日本向けについては、前述の通り

ほとんど輸出できていない状況だが、今後の

輸出拡大に向けて力を入れていきたい国の一

つだと、現地関係者は語っている。このため、

今回訪問したAURORA社をはじめ一部のパ

ッカーでは、国内向けよりも筋間脂肪が多い

豚肉の生産を検討したり、日本の輸入業者か

らの指導を受けて、加工技術の向上に努めた

りしている。

表７　HSコード別輸出量と割合（2017年）

資料：SECEX、「Global Trade Atlas」

品目 HSコード
ブラジル 米国

輸出量（トン） 割合 輸出量（トン） 割合
枝肉（生鮮または冷蔵） 020311 207 0.03% 4,715 0.27%
もも肉・うで肉（生鮮または冷蔵） 020312 0 0.00% 453,110 26.17%
その他の部位（冷蔵） 020319 284 0.05% 425,722 24.59%
枝肉（冷凍） 020321 9,495 1.60% 1,733 0.10%
もも肉・うで肉（冷凍） 020322 21,664 3.66% 99,839 5.77%
その他の部位（冷凍） 020329 560,965 94.66% 745,982 43.09%
合計 592,614 1,731,101

５　おわりに

MAPAは、2018年の豚肉の生産・輸出見

通しについて、それぞれ前年比3.6%増、同

4.2%増と見込み、2027年には、2017年

と比べ生産量が約３割、輸出量が約４割増え

ると予測している。2018年の生産量につい

てはUSDAも、海外からの需要に加え、国内

経済の回復から2.3%増とみており、トウモ

ロコシの生産量も堅調と見込まれる中、一定

程度の増加は確実と思われる。

このように、国内需要および輸出双方の成

長は見込まれているものの、最大の輸出先で

あるロシア向け輸出は2018年３月現在停止

したままであり、今後も安定的に推移してい

くかは不透明であることから、中国など冷凍

品を多く輸入している国への輸出を増やして

いくことが今後の課題といえよう。日本向け

については、日本側のニーズとは品質面や規

格面でまだ乖離があることから、急激な増加

は考えにくい。しかし、ブラジルのポテンシ

ャルは非常に高いことから、これらの課題が

克服されれば、将来的には、豚肉国際市場の

勢力図が変化している可能性も否定できな

い。日本ではまだまだなじみの薄い存在では

あるが、今後も注視していく必要がある。


